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                人権教育講師派遣事業 概要 

 

１ 事業の趣旨 

平成１６年度「いじめ等に苦しんだ経験者から、いのちの大切さと人権の尊さを学ぶ授業・校内

研修会」として開始した。子どもたち自身や子どもを支える教師・保護者等を対象に、人権教育に

関する理解及び認識を深めるため、特に一人一人の大切さを認めることを重点に各校の人権教育に

資する。  

 

２ 職務内容等 

（１） 職務 

① 一度の訪問で１回の講演を実施する。ただし、派遣希望先からの要望で、２回の講演を実施

する場合もある。 

② １回の実質講演時間は、学校等の日課に合わせて６０～９０分を目安とする。 

（２） 勤務条件 

謝金（1 時間 3,100 円）及び旅費は、県予算の範囲内で全額負担する。ただし、講演数が

予算額を超えた後の依頼に関しては、派遣希望先の負担をお願いする場合がある。 

（３）任用期間   

年度末に、次年度の継続について各講師に確認する。 

 

３ 講演方法 

（１）児童生徒を対象とする講演は、全校・学年・学級単位を基本とする。 

（２）学校職員やＰＴＡそれぞれを対象とする講演も実施する。 

（３）講師の自己紹介、また講演の概要や中心となる内容等を書面にまとめる。（前年度準備） 

（４）講演時間は、６０分から９０分程度とする。 

（５）講演会場は、学校等、講演依頼者の希望を考慮する。 

（６）講演日程は、心の支援課の担当を通じて調整する。 

 

４ 講演実績 

 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 

講演学校数合計（校） ６４ ７４ ８８ ５３ ５６ 

講師数（組） ４ ４ ４ ４ ５ 

平  均（校） １６．０ １８．５ ２２．０ １３．２ １１．２ 

 

５ 人権教育講師派遣事業  講演実施の手順 

講師氏名 講演の中心内容等 

宮田 幸久 

宮田 元子 

｢命の尊さ」「暴力事件の経過」「子どもを失った親の願い」 

ご夫婦で講演。 

秦 健二 ｢いじめられた側の気持ち」「癒されない心の傷」 

｢いじめは許さない！という強い決意と現在の活動」 

岡本  豊 ｢いじめとは何か（ワークショヅプ形式で） 

｢いじめを起こさないための心がけ」「友を失った悲しみと後悔」 

山城 竣一 

山城 美記代 

｢小学校時代のいじめ」「いじめられた側の気持ち」 

｢両親の支えといじめに負けない生き方」 

武井 美千代 ｢中学校時代のいじめ・不登校」「いじめの記憶は人生を奪う」 

｢息子の死」「残された親の悲しみ・苦しみ・息子の夢をつなぐために」 

長岡 春奈 ｢いじめていい人なんていない！」「だれだって普通な人」 

｢－人じゃないうれしさ」 

 






































